
伴帥会グループは
地域の医療・福祉を
トータルでサポート
します！！

私たちは患者様、利用者様の立場にたち、納得して
いただける良質な医療・介護サービスを提供します。

私たちは保健・医療・福祉を通じて地域の皆様の
安心・信頼・満足のゆく健康で豊かな生活を支援します。

一．

一．
基本理念

愛野記念病院

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町甲 3838-1
TEL. 0957-36-0015（代）　FAX. 0957-36-1027

【受付時間】
月～金　午前 8：00～午前 11：30
　　　　午後 1：00～午後   5：00
土曜 　  午前 8：00～午前 11：30
【診療時間】
月～金　午前 9：00～午後 0：30
　　　　午後 2：00～午後 5：00
土曜 　  午前 9：00～午後 0：30
【休診】 日曜・祝日　第２土曜日

愛野記念病院ケアマネジメントセンター
(居宅介護支援事業者 )

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町甲 3868-1
TEL. 0957-36-3382（直通）　FAX. 0957-36-3405

愛の訪問看護ステーション

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町甲 3868-1
TEL. 0957-36-3370　FAX. 0957-36-3380

● 難病・終末期・褥瘡リハビリテー
ション

● スタッフの各種研修への参加や
看護学生の実習受け入れ

グループホーム　●椿高野  ●山椿

〒854-0302 長崎県雲仙市愛野町乙 2314-5
TEL. 0957-36-3558　FAX. 0957-36-2618

● 生活リハビリ
● 認知症の進行緩和

介護老人保健施設　ガイアの里

ガイアの里 通所リハビリテーション

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町乙 2314-1
TEL. 0957-36-3550　FAX. 0957-36-3553

● 介護老人保健施設（入所）
● ショートスティ（短期入所）
● 通所リハビリテーション

● 要介護認定申請の代行業務
● 介護プランの作成
● 居宅サービスの調整や
　施設サービスの紹介
● 介護保険全般に関するご相談 
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愛野駅

島原鉄道

グリーンロード
（広域農道）

愛野展望所
観光センター橘　湾

←至東長崎

←至諫早

愛野交差点

愛野展望台前

愛野展望台下

至島原→

至小浜→

愛野カントリークラブ
ガイアの里
介護老人保健施設

愛野駅

長崎崎崎崎

愛野交差点

愛野展望台下下

ガイアの里
介護老人保健施設

愛野記念病院

グループホーム椿高野
「椿高野」「山椿」

整形外科、内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、糖尿
病内科、外科、消化器外科、脳神経外科、形成外科、リハビリ
テーション科、アレルギー科、リウマチ科、皮膚科、耳鼻いんこ
う科、心療内科、麻酔科、放射線科
※救急の場合は24時間対応いたします。玄関は、7時30分に開けます。
※当院は、予約制となっております。予約時間までに病院にお越しください。

【診療科目】

愛野記念病院　健診部門「健診プラザ」

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町甲 3838-1
TEL. 0957-27-5757（直通）　FAX. 0957-36-0070

● 人間ドック
● 脳ドッグ
● 乳がん検診
● 生活習慣予防健診
● 特定健診
● がん検診
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岐伯鍼灸院開院予定地

第2駐車場

愛野駅
第1駐車場

工事中

臨時駐車場

健診プラザ棟ケアマネセンター
訪問看護ステーション

愛野記念病院

至諫早・小浜
←

↑
至島原

建物の下を
通り抜けできます。

設備・機能性が充実

健康をチェックしませんか !!

３月５日にオープンした健診部門「健診プラザ」の待合室風景

愛野記念病院
健診部門「健診プラザ」で 

わ
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の 
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愛野記念病院
医療法人　伴帥会

医療法人伴帥会 広報誌
ばん　 すい

季節

■ 診療科紹介【糖尿病内科】
■ 進化する医療現場／診療情報管理士
■ 医療安全研修開催
■現場を直撃取材／電子カルテ運用管理部
■ TOPICS／健診プラザ・岐伯鍼灸院
■ 地域情報／市民フォーラム開催
■ 伴帥会グループ紹介
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手外科

整形外科

外科

形成外科

内科

呼吸器内科

循環器内科

消化器内科

リハビリテーション科

リウマチ・膠原病内科

麻酔科

耳鼻いんこう科

心療内科

放射線科

糖尿病内科

皮膚科

脳神経外科

糖尿病内科

診療科紹介 シリーズ❻ 糖尿病内科

　
我
が
国
に
お
い
て
糖
尿
病
患
者
数
は
未
だ
に
増

加
し
て
い
ま
す
。糖
尿
病
を
専
門
に
し
た
糖
尿
病

専
門
医
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
院
で
は
、糖
尿
病
内
科
の
標
榜
の
も
と
糖
尿

病
診
療
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
だ
と
重
症
化
し
た

網
膜
症・腎
症・神
経
障
害
な
ど
の
重
大
な
合
併
症

を
生
じ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
。

　
ま
た
、糖
尿
病
治
療
の
目
標
は
健
康
な
人
と
変

わ
ら
な
い
日
常
生
活
の
質（
Q
O
L
）の
維
持
、健

康
な
人
と
変
わ
ら
な
い
寿
命
の
確
保
で
す
。

　
一
方
、糖
尿
病
患
者
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
、糖

尿
病
細
小
血
管
合
併
症
の
発
症
進
展
の
阻
止
は
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
で
す
。ま
た
糖
尿
病
患

者
に
対
し
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
以
外
、血
圧
管
理・

脂
質
の
正
常
化
・
肥
満
の
解
消
な
ど
に
よ
る
大
血

管
障
害（
脳
梗
塞・心
筋
梗
塞・足
壊
疽
な
ど
）の
発

症
進
展
抑
制
も
大
切
で
す
。

　
し
か
し
糖
尿
病
に
よ
る
網
膜
症
や
腎
症
・
末
梢

神
経
障
害
な
ど
の
合
併
症
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
糖
尿
病
は
血
管
病
と
言
わ
れ
動
脈
硬
化
の

増
悪
に
よ
る
心
血
管
障
害
及
び
脳
血
管
障
害
・
下

肢
血
管
障
害
な
ど
多
彩
で
、重
篤
な
病
態
に
陥
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
糖
尿
病
学
会（
J
D
A
）は
2
0
1
3
年
に

熊
本
宣
言
と
し
て
合
併
症
予
防
の
た
め
の
血
糖
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
目
標
と
し
て
H
b
A
1
c
の
７
％

以
下
と
し
て
提
唱
し
ま
し
た
。

　
近
年
、血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
目
標
値
が
高
齢

者・認
知
症
の
患
者
に
お
い
て
新
た
に
提
唱
さ
れ
治

療
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
最
近
で
は
新
た
な
薬
剤
と
し
て
イ
ン
ク
レ

チ
ン
関
連
薬
や
S
G
L
T
2
阻
害
薬
が
出
現
し
糖

尿
病
治
療
を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方

で
は
、厳
格
な
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
低
血
糖

の
有
害
性
が
重
要
視
さ
れ
、心
血
管
イ
ベ
ン
ト
の
増

加
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。糖
尿
病
治
療
の
管
理

に
お
い
て
は
患
者
中
心
の
教
育
が
最
も
重
要
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
教
室・栄
養
指
導・薬
物
療
法
に
関
す
る

理
解
向
上
の
指
導・運
動
療
法
の
具
体
的
教
育・日

常
生
活
に
お
け
る
自
己
管
理
の
指
導
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
療
養
指
導
士
・
管
理
栄
養
士
・
看
護
師
・

理
学
療
法
士
・
薬
剤
師
な
ど
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療

が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
地
域
に
お
け
る
糖
尿
病
に
関
し
て
は
生
涯

通
じ
て
の
治
療
継
続
が
必
要
で
あ
り
、か
か
り
つ
け

医
と
専
門
医
の
間
で
十
分
な
連
携
を
と
り
、患
者

が
受
診
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
受
診
の
中
断
は
、治
療
過
程
で
最
も
予
後
を
悪

化
さ
せ
ま
す
。生
活
ス
タ
イ
ル
を
考
慮
し
充
実
し

た
継
続
治
療
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
愛
野
記
念
病
院
糖
尿
病
内
科
」

日
本
糖
尿
病
学
会
糖
尿
病
専
門
医  

後
藤

　嘉
樹

　あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、診
療
の
過
程
で
作
成
さ

れ
る
記
録
や
デ
ー
タ
を
医
学
・
診
療
に
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
情
報

化
し
、患
者
様
の
個
人
情
報
と
し
て
適
切
に
管
理
す
る
の
が「
診
療

情
報
管
理
士
」で
す
。

　診
療
情
報
は
受
付
を
行
っ
た
時
か
ら
患
者
様
の
情
報
が
発
生
し
、

医
師
、看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
専
門
職
の
記
録
が
加
わ
り

完
成
さ
れ
ま
す
。そ
れ
ら
の
職
種
が
協
同
し
て
患
者
様
一
人
ひ
と
り

に
合
っ
た
医
療
を
提
供
す
る
に
は
、情
報
の
信
頼
性
を
確
保
す
る

こ
と
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
な
た
め
、内
容
が

正
確
で
適
切
な
も
の
か
を
確
認
し
ま
す
。

　一
方
で
情
報
の
主
体
は
患
者
様
自
身
に
あ
る
た
め
、医
療
者
だ
け

で
な
く
、患
者
様
が
見
て
必
要
な
情
報
や
理
解
が
で
き
る
記
録
が
求

め
ら
れ
ま
す
。診
療
情
報
は
守
秘
性
の
高
い「
個
人
情
報
」で
あ
る
た

め
厳
重
な
保
護
、管
理
を
行
う
の
も「
診
療
情
報
管
理
士
」の
仕
事

で
す
。患
者
様
か
ら
開
示
請
求
な
ど
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、手
続
き

の
上
、対
応
も
し
て
い
ま
す
。

　定
期
的
な
研
修
に
加
え
て
、昨
年
12
月
に
は
講
師
の
先
生
を
お
呼

び
し
、個
人
情
報
に
関
す
る
院
内
研
修
も
行
い
、そ
の
危
険
性
、重
要

性
を
改
め
て
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　患
者
様
に
は
質
の
高
い
安
全
で
安
心
な
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
く

と
共
に
全
職
員
、個
人
情
報
保
護
に
対
し
て
も
高
い
意
識
を
持
っ
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　12月5日、全職員を対象とした医療安全全体研修を開催しました。
　今回は、長崎県警察本部警務課サイバー対策室の中尾亜希子警部を講師に迎え「サイバー空間の現状」と題した講演
を行っていただきました。
　当院では電子カルテを採用しており、患者さまの個人情報を電子媒体で扱っていますが、情報管理やセキュリティは
専門部署にお任せしているのが現状です。
　講演では、コンピュータセキュリティやウィルス感染、情報漏えい被害の現状や対策について、また私たちに身近なス
マートフォンの使用に関する注意点についても分かりやすく説明していただきました。
　参加者からは「仕事上のパソコン使用でも情報漏えいに気をつけなければならないと思った」「普段SNSを利用してい
るのでとてもよい学びになった」「他人事だと思っていたサイバー犯罪について無知すぎたことに少し恐怖を感じた」な
どの感想がありました。
　今回の研修が、患者さまの個人情報を守ることや、職員自身のプライバシーを守ることに役立つよう期待します。

「サイバー空間の現状」を
開催しました

医療安全全体研修

情報の徹底した安全・管理に努めています！！

長崎県警察本部警務課
サイバー対策室より
講演を行っていただきました。

進
化
す
る

医
療
現
場
診療情報
管理士
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電
子
カ
ル
テ
運
用
管
理
部
と
は
、
聞
き
な
れ
な
い

部
署
名
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
字
の
通
り
〝
電
子
カ

ル
テ
を
安
全
に
運
用
・
管
理
さ
せ
る
た
め
の
部
署
〞

で
す
。

　

電
子
カ
ル
テ
は
、
医
師
、
歯
科
医
師
に
よ
る
診
療

録
（
カ
ル
テ
）
や
看
護
記
録
、
そ
の
他
の
医
療
従
事

者
に
よ
る
診
療
記
録
を
一
括
し
て
電
子
的
に
保
存
・

管
理
し
、
各
職
種
間
で
診
療
情
報
を
共
有
し
て
業
務

の
効
率
化
を
図
り
、
医
療
の
質
と
安
全
性
、
患
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
医
療
情
報

管
理
・
運
営
シ
ス
テ
ム
の
総
称
の
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
機
器
を
使
用
し
て
い
る
以
上
故
障
や
停
電
な
ど

の
リ
ス
ク
や
紙
カ
ル
テ
と
違
い
一
気
に
大
量
の
デ
ー

タ
漏
洩
や
喪
失
の
リ
ス
ク
が
あ
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
が
必
要
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

リ
ス
ク
を
軽
減
さ
せ
る
の
が
こ
の
電
子
カ
ル
テ
運
用

管
理
部
で
す
。

　

当
院
の
電
子
カ
ル
テ
運
用
管
理
部
の
歴
史
は
新
し

く
、
新
病
院
開
設
の
1
年
程
前
、
平
成
23
年
6
月
に

「
電
子
カ
ル
テ
準
備
委
員
会
」
の
発
足
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
電
子
カ
ル

テ
運
用
開
始
ま
で
の
準
備
に
明
け
暮
れ
、
定
期
的
に

W
G
（
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）
を
開
き
、
時
間
の
無

い
中
、
職
員
全
員
が
紙
カ
ル
テ
か
ら
電
子
カ
ル
テ
へ
の

移
行
に
備
え
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
、
リ
ハ
ー
サ
ル

に
挑
み
ま
し
た
。
2
回
程
行
わ
れ
た
リ
ハ
ー
サ
ル
の
反

省
会
で
は
、「
ス
タ
ー
ト
に
間
に
合
わ
な
い
よ
う
な
の

で
、
時
期
を
遅
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
の
要
望
も

あ
り
、
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
で
し
た
が
、「
延
ば
し
た
か

ら
と
い
っ
て
問
題
を
先
延
ば
す
だ
け
で
解
決
に
は
な
ら

な
い
」
と
の
判
断
で
、
な
ん
と
か
平
成
24
年
8
月
お
盆

明
け
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
は
、
日
々
各
部
署
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
対
応
に
追

わ
れ
、
気
づ
く
と
あ
っ
と
い
う
間
に
6
年
目
に
突
入
し

て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

電
子
カ
ル
テ
端
末
と
し
て
は
、
平
成
25
年
6
月
に
端

末
20
台
を
増
設
（
1
8
0⇒

2
0
0
台
）
し
、
そ
の
後

必
要
に
応
じ
て
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
は

2
1
4
台
を
保
有
し
、
更
に
健
診
プ
ラ
ザ
棟
の
増
築
に

伴
い
、
ま
す
ま
す
増
え
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
3
月
に
は
、
長
崎
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」
へ
参
加
し
、
島
原

半
島
第
1
号
情
報
提
供
病
院
と
し
て
、
今
後
の
地
域

医
療
構
想
に
向
け
て
準
備
始
動
し
て
い
ま
す
。

　

電
子
カ
ル
テ
導
入
か
ら
5
年
が
経
過
し
、
更
新
の

時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
運
用
管
理
部
と
し

て
は
電
子
カ
ル
テ
を
日
々
安
心
し
て
使
用
で
き
る
よ

う
に
、
職
員
が
使
用
し
て
い
な
い
時
間
帯
を
見
計

ら
っ
て
、
点
検
修
理
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

電
子
カ
ル
テ
は
勿
論
の
こ
と
、
一
般
パ
ソ
コ
ン
や
周

辺
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
更
に
は
サ
イ
バ
ー
攻
撃

等
に
も
対
応
す
べ
く
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
病
院
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
も
日
々
奔
走
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
安
全
・
安
心
・
使
い
や
す
い
電
子
カ
ル
テ

を
目
指
し
、
い
か
な
る
障
害
に
対
し
て
も
サ
ー
バ
を

止
め
な
い
事
を
目
標
に
日
々
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

電子カルテ運用管理部 現場を直撃取材

写真：サーバ室（電子カルテ・パソコン）

わたし達の目標は
No stop！ server.

セキュリティや
さまざまな障害の

対策に日々
努力しています!!

現場を直撃取TOPICS
平成30年3月5日より
愛野健康センターが

各種健康診断、人間ドックを行っております。 平成30年

4月下旬開院
予定

愛野記念病院　健診部門
（呼称：健診プラザ）

医療法人伴帥会グループ

岐伯鍼灸院
き　　はく

として移転・営業を開始しました

お問い合わせ先：愛野記念病院　健診プラザ 
電 話 0957-27-5757

皆さまの健康チェック・維持のために、
さらに充実した医療施設が開設

一部増築工事を引き続き行っております。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い致します。

※はり・灸は、慢性的な痛み（頭痛、肩こり、腰痛、ひざ痛、
内科的な疾患など）に対して効果が期待できます。

岐伯鍼灸院開院予定地

第2駐車場

愛野駅 第1駐車場

工事中

臨時駐車場

健診プラザ棟

愛野記念病院

至諫早・小浜
←

↑
至島原

本館への通り抜けはできません。
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地域情報

　

「
小
中
学
生
の
野
球
肘
に
対
す
る
予
防
と
対
処
」

と
題
し
て
、
指
導
者
14
名
、
保
護
者
36
名
、
子
ど
も

59
名
が
参
加
さ
れ
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

野
球
で
起
こ
り
や
す
い
障
害
の
一
つ
に
野
球
肘
が

あ
り
ま
す
。
特
に
8
〜
11
歳
頃
に
発
症
す
る
離
断
性

骨
軟
骨
炎
は
そ
の
発
症
す
る
頻
度
は
少
な
い
も
の

の
、
進
行
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ
る
と
選
手
生
命
を

奪
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
将
来
的
に
日
常
生
活
に
も

支
障
が
出
る
こ
と
が
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
野
球
肘

に
対
し
て
の
周
知
・
予
防
・
現
状
の
把
握
の
た
め
地

域
（
諫
早
市
・
雲
仙
市
・
南
島
原
市
）
へ
の
啓
蒙
活

動
の
一
貫
と
し
て
実
施
致
し
ま
し
た
。

●①保護者　②指導者　③子ども
　各々に対しアンケート調査を実施。
（選手の練習環境やコンディションを調査し、投球障害発生に
関わる因子を検討。アンケートによる傷害の実態調査を通し
て、指導者や保護者へ正しい知識の啓発をするため。  

●野球肘等に対する講演
　野球肘について
プロ野球選手のコンディショニングの実際
投球障害を予防するための投球動作指導
（プロ選手の動画を交え）

●実技
正しい基礎動作（スクワットやランジ動作等）
の習得
関節の動き等のセルフチェック方法
ストレッチ指導

●体組成計測（In-bodyを使用して）
参加者には無料で現在の筋肉量やそのバラン
ス、脂肪量や水分量や栄養バランスなどを計
測。スタッフからのフィードバックを行ない日
頃の練習や生活習慣などの参考にして頂いた。

参
加
者
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
よ
り
、
疼
痛
を
有

し
な
が
ら
プ
レ
ー
し
て
い
る
子

ど
も
達
が
約
半
数
を
数
え
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
ほ

と
ん
ど
の
チ
ー
ム
で
週
３
日
以

上
の
頻
度
で
週
末
に
は
長
時
間

の
練
習
を
行
っ
て
お
り
、
保
護

者
の
認
識
と
し
て
65
％
の
方
が

「
練
習
時
間
を
制
限
す
べ
き
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
結
果
を
今
後
、
育
成

年
代
の
障
害
予
防
に
関
し
て
の

参
考
と
し
、
当
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
の
研
鑚
に
結

び
つ
け
野
球
を
通
し
て
地
域
の

皆
様
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①外来診察
　医　師：本田医師
　診察日：火曜日PM

②リハビリテーション
医師の指示のもと、理学療法士による野球
に特化したコンディショニング・リハビリ
テーションを提供。
　●患部機能評価とリハビリテーション
　●その他関節機能評価や筋力評価の実施
　●ファンクショナルテスト
　（パフォーマンステスト）
　●投球動作評価
などを実施し、評価結果に基づいたスト
レッチやトレーニング指導を行い野球のパ
フォーマンスアップにつなげる。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り

外来診察について、ご案内します!!

当日活動内容

痛みを有する割合
（複数回答あり）

講  師

森下　拓実（小浜町雲仙出身）
広島東洋カープ　コンディショニング担当トレーナー

なし
55%

脊柱
3%

肩
10%膝

10%

首 3%指 3%
股 6%
肘 3%

足
7%

一週間の練習回数

23%

31%15%

31%

週3日 週4日
週5日 週6日

休日練習時間

36%

24% 4%

16%

20%

3時間 3.5時間
4時間 5時間 5時間以上

練習時間を制限すべきか

65%

4%

31%

はい いいえ
無回答

日　時：平成29年12月23日（土曜日・祝日）9時～12時
場　所：愛野記念病院　リハビリ室および7Fホール
対　象：父兄、指導者
人　数：100名

小中学生の野球肘等の肘疾患
に対する講演および実地指導

市民フォーラム

『小中学生の野球肘に
対する予防と対処』開催報告
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伴帥会グループは
地域の医療・福祉を
トータルでサポート
します！！

私たちは患者様、利用者様の立場にたち、納得して
いただける良質な医療・介護サービスを提供します。

私たちは保健・医療・福祉を通じて地域の皆様の
安心・信頼・満足のゆく健康で豊かな生活を支援します。

一．

一．
基本理念

愛野記念病院

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町甲 3838-1
TEL. 0957-36-0015（代）　FAX. 0957-36-1027

【受付時間】
月～金　午前 8：00～午前 11：30
　　　　午後 1：00～午後   5：00
土曜 　  午前 8：00～午前 11：30
【診療時間】
月～金　午前 9：00～午後 0：30
　　　　午後 2：00～午後 5：00
土曜 　  午前 9：00～午後 0：30
【休診】 日曜・祝日　第２土曜日

愛野記念病院ケアマネジメントセンター
(居宅介護支援事業者 )

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町甲 3868-1
TEL. 0957-36-3382（直通）　FAX. 0957-36-3405

愛の訪問看護ステーション

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町甲 3868-1
TEL. 0957-36-3370　FAX. 0957-36-3380

● 難病・終末期・褥瘡リハビリテー
ション

● スタッフの各種研修への参加や
看護学生の実習受け入れ

グループホーム　●椿高野  ●山椿

〒854-0302 長崎県雲仙市愛野町乙 2314-5
TEL. 0957-36-3558　FAX. 0957-36-2618

● 生活リハビリ
● 認知症の進行緩和

介護老人保健施設　ガイアの里

ガイアの里 通所リハビリテーション

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町乙 2314-1
TEL. 0957-36-3550　FAX. 0957-36-3553

● 介護老人保健施設（入所）
● ショートスティ（短期入所）
● 通所リハビリテーション

● 要介護認定申請の代行業務
● 介護プランの作成
● 居宅サービスの調整や
　施設サービスの紹介
● 介護保険全般に関するご相談 

251

251

57

57

58

愛野駅

島原鉄道

グリーンロード
（広域農道）

愛野展望所
観光センター橘　湾

←至東長崎

←至諫早

愛野交差点

愛野展望台前

愛野展望台下

至島原→

至小浜→

愛野カントリークラブ
ガイアの里
介護老人保健施設

愛野駅

長崎崎崎崎

愛野交差点

愛野展望台下下

ガイアの里
介護老人保健施設

愛野記念病院

グループホーム椿高野
「椿高野」「山椿」

整形外科、内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、糖尿
病内科、外科、消化器外科、脳神経外科、形成外科、リハビリ
テーション科、アレルギー科、リウマチ科、皮膚科、耳鼻いんこ
う科、心療内科、麻酔科、放射線科
※救急の場合は24時間対応いたします。玄関は、7時30分に開けます。
※当院は、予約制となっております。予約時間までに病院にお越しください。

【診療科目】

愛野記念病院　健診部門「健診プラザ」

〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町甲 3838-1
TEL. 0957-27-5757（直通）　FAX. 0957-36-0070

● 人間ドック
● 脳ドッグ
● 乳がん検診
● 生活習慣予防健診
● 特定健診
● がん検診

251

岐伯鍼灸院開院予定地

第2駐車場

愛野駅
第1駐車場

工事中

臨時駐車場

健診プラザ棟ケアマネセンター
訪問看護ステーション

愛野記念病院

至諫早・小浜
←

↑
至島原

建物の下を
通り抜けできます。

設備・機能性が充実

健康をチェックしませんか !!

３月５日にオープンした健診部門「健診プラザ」の待合室風景

愛野記念病院
健診部門「健診プラザ」で 

わ
た
し
達
の
町
の 

医
療
を
サ
ポ
ー
ト

医
療
法
人
伴
帥
会　

広
報
誌 

ガ
イ
ア

季
節

の

第
24
号
̶
3
月
発
行

発
行
／
医
療
法
人 

伴
帥
会　

愛
野
記
念
病
院

の
〒854-0301 長崎県雲仙市愛野町甲3838-1
TEL（0957）36-0015　FAX（0957）36-1027
ホームページ  http://www.ainomhp.jp/

2018年3月発行

第 号

愛野記念病院
医療法人　伴帥会

医療法人伴帥会 広報誌
ばん　 すい

季節

■ 診療科紹介【糖尿病内科】
■ 進化する医療現場／診療情報管理士
■ 医療安全研修開催
■現場を直撃取材／電子カルテ運用管理部
■ TOPICS／健診プラザ・岐伯鍼灸院
■ 地域情報／市民フォーラム開催
■ 伴帥会グループ紹介
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